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発行にあたって

近年の情報化社会の急速な進展により、情報の広域的ネットワーク化や、高性能情報機

器を使った通信手段の普及が促進された。こうした社会的動向の中でも、最近の大きな特

徴はブロードバンド通信であると言っても過言ではない。

このブロードバンド通信において、情報の伝送を担うハードウェアは光ファイバで構成

される通信系であり、日本独自の優れた生産技術と高い品質管理に保障された製品群がそ

の役割を担っている。光ファイバやコネクタなど部品の品質に大きな問題はないとしても、

現時点において緊急に解決しなければならない課題は、施工面における光ファイバ同士の

接続の信頼性である。コネクタを介して光ファイバを確実に接続し、伝送すべき情報信号

が間違いなく相手方に伝わるよう、施工面での技能・技術が求められることはいうまでも

ない。このためには、光ファイバ通信系における情報の測定、評価及び検査面での個々の

技術が確立し、これらが有機的に関わり合わなければ実施は不可能になる。

従来行われてきた光ファイバ通信系の施工では、コネクタを介した接続はできるものの、

その接続に係る信頼度の検証、すなわち測定、評価及び検査に係る技術をどのように確立

するかが不十分であった。さらにブロードバンド通信の急速な発展は、光ファイバ通信系

工事を担う現場技能者の早急な養成を求めている。

2003年度に行った本研究テーマ、「ブロードバンド通信に関するコース開発―マイクロ

オプティックス通信測定・評価・検査技術―」ではこれらの点に着目し、職業能力開発施

設の指導員の方々を対象とするコース開発とこのコースで使う副読本を提供することとし

た。本資料は、そうした目的に沿って設けられた委員会による討議の成果である。光ファ

イバ通信系を担当する指導員の方々の、有機的な副読本として活用頂ければその目的は達

せられたといえよう。

最後に、本資料の取りまとめにご協力頂いた委員会委員の皆様に対し、厚くお礼を申し

述べたい。

2004年２月

職業能力開発総合大学校

能力開発研究センター

所長　池 本　 喬 三
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